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【 所 沢 市 民 憲 章 】 

 

所沢市は武蔵野台地の自然に恵まれ鎌倉街道の拠点として発達し 日本人が初

めて大空にはばたいた記念すべき街である この歴史と環境の上に立ち 未来に

向かつてうるおいの文化都市をめざす 

人は市の誇りである 

こころのふれあいを求め友情の輪をひろげよう 

恵まれた自然はいのちの泉である 

みどりを守りやすらぎの街を創ろう 

こどもは市の宝である 

胸深く刻まれるふるさとを伝えよう 

所沢市は市民のためにある 

一人ひとりが自らまちづくりを進めよう 

（昭和６２（１９８７）年３月制定）  
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【 第６次所沢市総合計画 基本構想 】 

 

将来都市像 

 絆、自然、文化 元気あふれる『よきふるさと所沢』  

 

 

将来都市像に込めた思い 

「絆、自然、文化」 

人と人との絆を紡ぎ、人と自然が調和したまちづくりを進めます。 

「元気あふれる」 

市内外の人々に誇れるまちづくりを進めます。 

「よきふるさと所沢」 

子どもたちにとって所沢はふるさとです。 

 

 

まちづくりの目標 

第６次所沢市総合計画では、将来都市像を実現するうえで、市政運営に必要な事項を 

分野別に整理するため、７つの「まちづくりの目標」を定めます。 

それぞれの目標は分野ごとに途切れるのではなく、相互に連動しながら、持続可能な 

まちづくりを進めます。 

（１） 人と人との絆を紡ぐまち 

（２） 子どもが大切にされるまち 

（３） 健幸（けんこう）長寿のまち 

（４） みどりあふれる持続可能なエコタウン 

（５） 魅力・元気・文化を誇れるまち 

（６） 自然と調和する住みよいまち 

（７）未来（あす）を見つめたまちづくり 


